
○豊かな心を育みます 
 

４／２５に委員会活動、５／１６にクラブ活動がはじまりました。今年度 

は、４～６年生の児童数が約１６０名となって、４０名が増えました。子ど 

も達が、「自分たちのクラブを楽しくしたい。」「自分たちの学校をよくした 

い。」という思いをもち、みんなのために工夫し、奉仕する学校にしたい 

と考えています。運動会では、５・６年生が係活動をします。当日は、子 

ども達の演技や競技とともに、高学年の係としてのがんばりも見てください。 

６月２日（日）は運動会です。運動会の目標は「全力を出し切って！みんなと協力し合って！絆

を深めよう！」です。運動会に向けての取組を通して、学年･学級の団結力を高め、一人一人の責任感を育

成したいと考えています。どうぞ、ご家庭でも、体調管理とともに、励ましの言葉がけをよろしくお願いい

たします。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４４号（校長室だより） 

平成２５年５月３１日 

貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 

 

○確かな学力の向上に努めます   

○豊かな心を育みます                                                 ５／１０ 
府立佐野工科高等学校の山田啓次先生をお招きし、エコの話や、山田先生〈ボス〉の発明などを

見せていただきました。 

運動会の役割（5・6年生） 
児童委員会…開会式・閉会式 
放送委員会…放送 
体育委員会…ラジオ体操 
保健委員会…児童席 
給食委員会  準備 
環境委員会  審判･得点 
図書委員会  出発･決勝 

 

○豊かな心を育みます   ５／８ 
 

 

あおぞら学級の友達が、木島小学校

で行われた「三中校区なかよし親と子の

つどい」に参加しました。自己紹介をし

てから、各校で用意したゲームを順番に

しました。東山小学校は、「ゴロゴロドッ

カン」というゲームを担当して、とても盛り

上がりました。最後に「また会える日ま

で」をおどって終わりました。とても楽し

い一時を過ごすことができました。 

○健やかな体を育みます  
                    ５／２１ 

 

全児童の歯科検診後、１５時から、学校医の先生方・ＰＴＡ役員・教

職員による学校保健委員会を開催しました。学校保健委員会では、学

校における健康問題を、学校医先生や学校薬剤師先生の指導助言

を受け、協議研究していきます。今年度は、学校歯科医の浅本勝一先

生から、虫歯のなり方と予防についてのお話を聞きました。「おやつの

回数が多いとなぜ虫歯になりやすいか」「歯と歯の間の虫歯を予防す

るためにどうすればよいか」などを授業で取り扱い、今後の 

健康教育に活かしていきたいと考えています。 
 

 

気になることがあったときに相談してください。 

○特別支援教育関係の窓口    秦麻由子教諭               

○セクシュアル･ハラスメント関係の窓口  校長・教頭・林祥子養護教諭 

※ いじめ・不登校・体罰なども、相談しやすい教職員に声がけしてください。校内で

連携をとります。また、第三中学校のスクールカウンセラーの九十九（つくも）綾子先

生にも相談できます。予約の調整をしますので、小学校にご連絡ください。 

 

○確かな学力の向上に努めます 
 

 

 

第三中学校区の小中連携の推進を 

図るため、今年度も、第三中学校の 

藤田隼渡先生が、木島小･葛城小･東 

山小の６年生の理科を指導してくださ 

います。担任と連携し、理科の授業をより充実させます。  

 
 

○電気の明るさのクイズでは、ぼくは、蛍光灯が一番明るい

と思っていたのに、ＬＥＤライトが一番明るかった。冷蔵庫

やエアコンを使うことで、地球が暖まり、北極や南極の氷

が溶けて、海の水がふえているなんて思ってもいなかっ

た。これ以上そうならないために、自分でもできることがな

いか考えないといけないと思った。 
 

 
○山田先生は、すごく研究している

んだなと思った。もっと知りたい、

もっともっと聞きたいと思った。地

球を守るために、先生から聞いた

ことを考えて、そこから自分でも新

しいことを考えて作ったりして、地

球を守りたい。自分の知恵を世の

中のために役立てたいと思った。 

○２１００年には、地球温暖化が進

んで、地球が砂漠になってしまっ

たり、北極と南極の氷がとけて

全部海の底に沈んでしまうかも

しれないということを聞いた。そ

のことを防ごうと、ボスはいろい

ろ研究していた。ボスの話を聞

いていると、私もやりたいことが

いっぱい出てきた。どうすれば地

球温暖化を止められるのか、ち

ょうどよい温度になるのか、いろ

いろ取り組んでみようと思った。 
 

○山田先生は、東北の震災後、何回も行かれた

と言っていた。そして、何かできることはないか

を考えて、捨てるゴミを燃料にしてお風呂をわ

かす機械や入浴剤を作って持って行ったそう

だ。そのほかにも、捨てる油を使って動く車を

造ったり、いろいろなことを考えていた。山田先

生の話を聞いて、私は、これから自分にできる

ことはやっていこうと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

｢ペップトーク｣とは、スポーツ選手を励ますのに、指導者やリーダーが試合

前（本番前）に使う「短い激励のメッセージ」のことです。お子さんの運動会の激

励に使ってください。 

貝塚市政７０周年記念行事 

岩崎由純氏の講演会より 
 

短くて・わかりやすく・ 

肯定的な・魂を揺さぶる・ 

人を勇気づける言葉がけ 

 

ネガティブな言葉は、ポジティブな言葉に

置き換えて、目の前の人を前向きにする 

×ミスするな 

○できる、できる、必ずできる！ 

 

 


